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で
は

、

や
は
り
ヴ
ィク
ト

リ
ァ
黄
金
時
代
の
賜
物
で
あ
り
、
.
”
八
六
七
年
の
第

ニ

次
選
攀
法
と
同
じ
く
ィ
ギ
リ

「

ス
資
本
主
義
.の
相
対
的
安
定
期
に
お
け
る
組
合

精
神
の
忠
実
な
反
映
で
あ
っ
た
と
い
ぅ
こ
と
が
.で
き
る
.で
あ
，ろ
ぅ
0
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1
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一

VI

田
学

会
雑
誌
、.
昭
'和
三
三
年
度
四
月号
お
ょ
び
.九
月
号
參
照
。
.
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i
v
o
Y
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s
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p. 

3
4
*
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i
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T
h
e

o
亡 
0

泛

^ .
く

5 >A
p
r
i
l

 

12th, 

1851. 

u
n
-

 

signed.)

(

3) 

J
e
f
f
e
r
y
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ibid., 

p, 48. 

(
E
x
t
r
a
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s
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r
o
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p
o
k
e
n

 

a
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P
u
b
l
i
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D
i
n
n
e
r

 

0
H>t

h
e

 

B
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-
 
M
a-̂
r
e
r
s
v»I

r
o
n

 : Shi;p 

tdu
i
l
d
e
r
w
s
o
c
i
e
t
y
v

 Hull, 

S
e
p
t
e
m
b
e
r

 28th, 

100
7
2
.

)

(

4) 

W
e
b
b
;

 

H
i
s
t
o
r
y
o
f

 T
r
a
d
e

 u
n
i
o
n
i
s
m
,

 1920, pp. 240—
241U

(

5

)

.
一
 

八
五1

半
一
一
月
、
合
同
機
械
工
同
盟
は
時
間
外
労
，働
と
請
負
仕
事 

を
拒
杏
し
、.資
本
家
侧
は
翌
一
八
五.ニ
年
一
月
、

ロ
ッ
ク
.
ァ
ゥ
ト
を
も
っ

.. V

応
え
た
。

(

6)

ー
八
五
三
¥
六
月
、
プ
レ
ス
ト
ン
の
カ
織
エ
は
、

一，■八
四
七
年
に
強
制 

さ
れ
た
ー
〇
パ
ーセ
ン
ト
の
賃
金
切
り
下
げ
を
回
復
す
る
と
と
を
経
営
者
侧 

に
要
求
し
た
。
大
部
分
の
経
営
者
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
，
つ
い
に
ロ
ッ
ク

•

ァ 

ゥ
ト
が
行
わ
れ
た
。

(

7)

日
本
労
働
法
学
会
編

「

労
働
法
講
座」

第
三
巻
、「

分
働
争
議」

(

有
斐 

開
、
昭
和
三
三
牟) 

，

.

C8) 

w
. c'

K
o
b
e
r
t
s

 ; 

T
h
e

 

T
r
a
d
e
s

 

U
n
i
o
n

 

C
o
n
g
r
e
s
s
, 

1868- 

1921, 

1
9
500
'
p，11.

(

9

.

) 

G
.

 

D
'
H
,

 C
o
l
e

 

A
t
t
e
m
p
t
s

 at G
e
n
e
r
a
l

 

U
n
i
o
n
,

 

1918

丨 

.'

1
00
^

を

参

照

。く
：：

(

10) 

W
e
b
b
;

 

ibid.'p. 

113.

(

11) 

R
o
b
e
r
t
s

 ; P
P
.
1
2
I
1
S
.

.

(

12)
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R
. 'w

.
o
p
o
s
t
g
a
t
e

'̂T
h
e

 B
u
i
l
d
e
r
s
^
H
i
s
t
o
r
y
,

 p
、
168.

(

13) 

W
e
b
b

 ; ibid.'p, 249.

C14
V 

W
e
b
b
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ibid.,' p. 

256.

(
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G
.

 

D
.

 H
.

 Cole; 

A

 Sh03±

 .
H
i
s
t
o
g

 o
f

 t
h
e

 British w
o
r
k
­

ing' Cl 
接 s

:
,
M
o
v
e
m
e
n
t
,

 1952. 

邦
訳
第
ニ
-卷
ー
1ン
三-頁
0 :

(

16)

' W
e
b
b

 " p. .257.

(

17) 

W
e
b
b

 ; 

ibid., 

p. 258.

(

18)

：
 

W
e
b
b
; 

ibid., 

p
v 

2
5
9
,

.

(

19) 

H
e
d
g
e
s
; p. 

55.

(

20) 

C
o
l
e
; 

S
h
o
r
t

 H
i
s
t
o
r
y
.

邦
訳
一
一
九
頁
。

<
後
15
> 

,
.
こ
の
論
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
.
京
都
犬
：学
助
教
授
、
片
岡
昇
氏
. 

の
す
ぐ
れ
た
御
、

t

力
作
-.

英
国
努
働
法
理
論
史J

か
ら
多
く
の
示
唆
を
あ
た
え 

ら
れ
た
。
学
恩
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

- 

,
——

一
九
五
：九
：
 

一
•
.
一
 

五_
_

'
ィ

ン

ド

小

'エ

業

政

策

.の

理

論

的

基

盤

’
■——

低
開
発
国
の
産
出
量
と
雇
用
問
題

I

I

序

I

.
産
出
量
と
雇
用
-
 

I 

A型

二

重

経

済
.
 

w 

B型
ニ
重
経
済 

V

.
社
会•

政
治
的
要
因

X

宁

' 

.

ィ

ン

ド

共

和

国

の

「

第

二

次

五

力

年

計

画

試

案

要

項

」

第

一

章

の

冒

頭

に

、 

第
一
一
次
五
力
年
計
画
の
主
要
：

2

的

と

し

て

次

の

四

項

目

が

挙

げ

ら

れ

て

い

る

。

(

a)

国

の

生

活

水

準

を

向

上

さ

せ

る

ょ

ぅ

な

国

民

所

得

の

大

幅

な

増

加

.

(

b)

：

基

礎

的.エ
業

か

発

達

に

特

に

重

点

を

お

ぃ

た

急

速

な

’エ
業
化 

(

C)

完

全

雇

用.

(

A

社

会

的

公

芷

こ

の
四
項
目
の
中
、

(

a)

産

出

量

極

大

化

、

(

S

完

全

雇

用

、
.
は
計
画
の
目 

的
で
あ
っ
て.、

(

b)

の

重

工

業

優

先

は

そ

の

手

段

で

あ

る

か

と

思

わ

れ

る

。

イ
ン
ド
小
工
業
政
策
の
理
論
的
基
盤

(

A
は

ィ

シ

ド

の

経

済

開

発

が

い

わ

ゆ

る

「

社

会

主

義

的

型

」

を
と
る
と
い
わ 

れ

る

こ

と

の

反

映

で

あ

り

、

計

画

に

あ

る

種

の

性

格

を

与

え

て

い

る

も

の

で

あ 

ろ
ぅ
。

こ
の
よ
ぅ
に
し
て
.み
る
と
、
各

項0
は

同
質
で
な

い

ば

か

り

か

、
相
互 

に
.矛
盾

す

る

可

能

性

さ

え

存

在

す

る

の

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

。
特

に

(

a) 

産

出

量

極

大

化

と

(

C)

雇

用

極

大

化.は
常

に

同

時

に

達

成

さ

れ

る

と

い

ぅ

ぽ

nn
: 

は
な
い

か

も

し

れ

な

い

。

？

ヌ
ル

.ク
セ
牲
、「

第

一

次

五

力

年

計

画

」

は
農
業 

に
重
点
を
お
い
た
が
、

「

第
二
次
五
力.年
計
画
し
は
、
消
費
財
生
産
拡
張
の
た
め 

の

小

村

落

工

業

の

育

成

と

领

鉄

お

よ

び

機

械

製

造

業

に

お

け

る

生

産

能

力

の

大 

増

加

を
0
標

と
し
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と
，
し

て
い
る

。

M 

•
ド

ッ
ブ
が
、
デ 

リ

ー
♦
ス

ク

ー

ル

，
ネ

ブ

エ.-
:
コ
，メ
ミ
ク
ス
の
公
開
講
義
に
お
い
て
、

後
進
国 

の

経

済

開

発

は

重

工

業

優

先

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

主

張

し

た

に

も

か

.か
わ 

ら
‘ず
、
；
ィ

ン

ド

統

計

研

究

所

長

で

計

厕

立

案

の

主

要

人

物

で

あ

る

?• 

C
*
マ 

ハ
ラ
ノ
ビ
み
を
始
め
と
し
て
、

ィ

X
於

政

府

お

よ

び

学

者

の̂
^
は
、
少
な
く 

と
も
小
エ
業
を
無
揭
し
て
ば
ヾ
い
け
な
い
と
い
ぅ
点
で
ー
致
し
て
い
る
。

そ
し
て 

産

出

量

極

大

化

と

雇

用

極

大

化

に

関

連

し

て

、

ィ

ン

ド

の

計

画

に

お

い

て

小

H

,

. 

ニ 

一
 

. (

ニ 
ニ 

五)



業
振
興
策
が
打
ち
だ
さ
れ
た
の.で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
が
本
稿
の
出
発
点
で
‘

ぁ

る
。

■.  

.

. 

.

:

大

工

近

代

的

技
^

—

資
本
集
約
的
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ̂

—

生
産 

財
部
門——

産
出
量
極
大
化——

都
市
地
域 

小H
H

—

伝

技

^
-

—

労
働
集
約
的
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
-

—

消
費 

財
部
門——

雇
用
極
大
化——
農
村
地
域 

右
の
よ

う

な

.

.
一
一

大
系
列
に
.機
械
的
に
分
割
する

こ

と

は̂
[^
で
あ
る
こ

と

は
 

勿
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
.こ
の
'よ
う
な
系
列
に
分
れ
る
傾
向 

が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の問
題
は
、
投
資
基
塘
、
生
産
要
素
比
率
の
理
論
的 

問
題
とM

に
か
ら
ん
で
い
る
0
,

イ
ン
ド
総
人
口
の
八
、
九
割
は
農
村
地
域
に
居
住
し
、
彼
ら
の
大
多
数
は
土 

地
を
も
た
な
い
労
働
者
で
あ
る
。
都
市
に
お

i

て
も
小
工
業
に
従
事
し
て
い
る 

の
は
中
産
階
級
で
あ
る
。
彼
ら
の
生
活
状
態
を
改
善
す
る
た
め
に
、
雇
用
を
与 

え
、
消
費
財
を
生
産
で
き
る
産
業
、
す
な
わ
ち
小
工
業
を
確
立
す

.る
。
そ
し
て 

ま
た
一
般
的
に
資
本
に
対
し
て
労
働
が
豊
富
な
低
開
発
国
に
お
い
て
は

、

S
 

集
約
的
技
術
の
採
用
が
有
利
で
あ
る
と
い
う
理
論
は
、

ヌ
ル
ク
セ
、
シ
ン
ガ

I 

を
始
め
と
し
て
よ
く
み
られ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
資
本
に
此
し
て
相 

対
的
に
労
働
が
豊
富
な
国
で
の
、ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ

選
出
の
一
般
的
問
題
か 

ら
入
つ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

(

1)
P
a
p
e
r
s

 

delating* 

t
o

c+
t
L
e Fo

r
m
a
t
i
o
n

 

o
f

 

.the 

second. 

-
F
i
v
e

 

Y
e
a
r

 

Flan, 

T
h
e

 

P
l
a
n

 

F
r
a
m
e
,

 

2. 

T
h
e

CQ
CD
8

&

• 

ニ
ニ 

(

ニ
■一
 

六)

. 

.

.

.

.

.

.

F
i
v
e

 

Y
e
a
r

 p
l
a
n
i
A

 T
e
n
t
a
t
i
v
e

 F
r
a
m
o
^
v
o
r
k
.

(

2)

w
.
^
e
r
k
s
e
; 

R
e
f
l
e
c
t
i
o
n
s

 o
n

 

India/s D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

 F
l
an,

 

Q
u
a
r
t
e
r
l
y

 

J
O
U
3
a
l

 

o
f

 

E
c
o
n
o
m
i
c
s
,

 

M
a
y
,

 

1957, 

pp.. 

loo
s
-
 

p

(

3) 

_

o
o
b
b
;

 

S
o
m
e

 A
s
p
e
c
t
s

 o
f

 E
c
o
n
o
m
i
c

 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
,

 

1
9
5
5
,

小
野
一
ー
郎
訳「

後
進
国
の
経
済
発
展
と
経
済
機
構

」

(

4〕

イ
ン
ド
の
小
工
業
政
策
そ
の
も
の.に
つ
い
.て
は
、
拙

稿「

イ
ン
ド
の
小 

H

業
と
技
術
協
力」

'
ア
ジ
ア
研
究
.第五巻第二号参皿。

f=T 

.

産

出

量

と

雇

用
. 

.

生
産
要
素
比
率
の
問
題
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
ば
丑
ニ
呂
.
エ
ツ
カ
ウ
ス
で
.あ 

る
。

つ
づ
い
て̂

.
拟

.
べ
イ
タ
.丨
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
の<
.
{
5:
ゾ
ャ
ル
マ 

が
、
-
H
ッ
カ
ウ
ス
理
論
を
イ
ン
ド
に
疮
用
し
ま
たA 

,o

.
ヒ
ル
シ
ュ
マ 

ン
は
低
開
発
国
の
一
一
重
経
済
の
問
題
に
関
係
づ
け
て
こ
の
問
題
を
採
り
あ
げ
て 

い
る
。
こ
れ
ら
は
い.ず
れ
も
ニ
生
産
要
素

(

資
本
と
労
働)

、

一
生
産
物
、
の
モ 

デ
ル
.で
あ
り
、
こ
れ
は
疋
象
限
に
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、

ア
ク 

テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
.
.
ア
ナ
リ
シ
ス
の
一
般
的
規
則
に
し
た
が
っ
て
産
出
量
に
プ
ラ 

ス
、
投
入
量
に
マ
イ
ナ
ス
の
符
号
を
つ
け
る
こ
，

と
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
右 

の
モ
デ
ル
は
第
三
象
限
に
描
か
れ
る
こ
と
に
な
於

〕

。

い
ま
、
V,(
労
働)

、
％(

資
本)

の
ニ
種
類
の
財
を
投
入
し
て
生
産
物
又
財
穹 

産
壯
す
る
生
産
活
動
を
考
え
る
。
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
は
労
働
集
：̂

な
も
の 

O
A
.と
資
本
集
約
的
：な
も
のO

B
の
一
一
個
を
仮
定
す
る
。O

A
の
技
術
は
X
を

%
単
位
生
産
す
る
の
に
％
の>1
1
単
位
、
V2
の|

単
位
を
必
要
と
す
る
。O

B
の 

技
術
は
同
じ
く
又
を̂
単
位
生
産
す
る
の
に
％
の
灿
単̂

V2
の|

単
位
を
必 

要
と
す
る
。
こ
の
二
つ
は
第1
図
に
お
い
て
、A!
点
、
B,
点
と
し
て
あ
ら
わ
さ 

れ
る
。
産
出
量
の
軸
は
原
点
に
お
い
て
垂
直
に
立
っ
て
い
る
か
ら
描
か
れ
て
い 

な

い

が

、
ん
点
、61
点
が
そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
ズ
の»
単
位
を
代
表
し
て
い
る
。

こ
こ
に
生
産
ス
ヶ
ー
ル
に
つ
い
て
の
収
權
不
変
を
前
提
し
、
分
割
可
能
性
と 

加
法
性
の
前
提
が
み
た
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
ん
と
玖
と
を
結
ぶ
線
分
上
の
任
意 

の
点
卩
の
示
す
派
坐
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
は
、
や
は
り
O
AI
、
O
B,
と
同
じ
く 

又
の
吩
単
位
を
産
出
す
る
ァ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
で
ぁ
る
。
す
な
わ
ち

Ai
BI
ft
x

分
0
ん
、
6,
0
を
含
む
こ
と
に
な
る
。

右
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ

♦

ア
ナ
リ

シ
ス
に
よ
る
第
1
図
は
、
従
来
の
エ
ッ 

カ
ウ
ス
流
の
モ
デ
ル
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、

ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ

•

ア
ナ
リ
シ 

ス
：と
生
産
要
素
比
率
的
観
点
と
の
重
大
な
.相
違
が
一
つ
あ
る
。
，
.
エ' 
ッ
カ
ウ
ス
流 

の
モ
デ
ル
の
狙
い
は
次
の
よ'う
な
点
で
あ
る
。

生
産
要
素
存
査
里
がT
の
よ
う
に
一
個
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィOA ,
上
に
あ 

れ
ば
、
T
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ0
ん
が
採
用
さ
れ
、T-
の
よ
う
に
ニ
個
の
ア
ク
テ 

ィ
ヴ
ィ
チ
ィ
0
ん
、
0
61
の
間
^

_
す
れ
ば
両
：ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
の
同
時 

的
採
用
に
；よ
る
派
生
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
に
よ
っ
て
、

*

、
W
両
方
の
場
合
と 

も
、
ニ
.つ
の
基
本
的
生
産
要
素
、
労
働
、
資
本
と
も
に
完
全
利
用
が
可
能
で
あ 

る
。
し
か
し
生
産
要
素
存
査
里
が0

^

0
玫
の
外
、I

/
T-
の
よ
う
な
場
合 

に
は
利
用
可
能
量
の
限
度
ま
で
用
い
ら
れ
な
い
生
産
要
素
が 

発
生
す
る
。
そ
し
て
資
本
に
比
し
て
相
対
的
に
労
働
が
豊
富 

で
あ
る
低
開
発
国
に
お
•い
て
は
労
働
集
約
的
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ 

,

テ
ィ
0
1̂
の
外
側
、

つ
ま
りF
の
よ
う
な
場
合
は
極
め
.て
あ 

り
そ
5
だ
、.
.と
い
.う
わ
け
で
あ
る
。
こ
.の
よ
う
な
利
用
可
能 

量
の
制
約
は
、

.

生
産
可
能
領
域
を
第2
図
の
斜
線
.を
ほ
どこ 

. 

'し
た
部
分
と
す
る
。o
Tt
は
労
働
の
存
查
里
、0
T2
は
資
本 

の
存
產
里
で
あ
る
。
こ
の
場
合
労
働
は
、
技
術
的
に
可
能
な 

い
か
な
る
生
産
計
画
に
.よ
っ
て
も

利
用
可
®
量
の
限
度
ま
で 

ぐ
,'
.用
い
ら
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る

「

準
自
由
財」

と
な
る
。
理
論
的 

に
は
こ
の
.要
素
の
.
i

価
格
が
ゼ
ロ
.に
.な
っ
て
い
る
は
ず
で 

. 

ニ

三

(

ニ
ー 

七)

の
単
位
産
出
量
に
応
じ
る
等
産
出
量
線
で
あ
る
が
：、
処
分
の
ア
ク
'テ
ィ
ガ
ィ
テ 

ィ
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
等
産
出
量
線
は
ん
と
玖
に
ぉ
ぃ
て
軸
に
平
行
な
部

ィ
ン
ド
小H

業
政
策
の
理
論
的
基
盤



あ
る
が
、
現
実
に
は
労
働
の
価
格
が
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
は
で
き
な

.い
。
そ
れ
に
. 

し
て
も
こ
の
ょ
ぅ
な
生
産
要
素
の
存S

を
も
'つ
社
会
で
は
、
労
働
集
約
的
ア 

ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ユ
ア
イ0
ん
の
採
用
が
産
ぬ
*
^
ナ
ル
畠
準
に
ょ
っ
て

も

、

雇

用

辑 

大
化
基
準
に
ょ
っ
て
も
妥
当
と
さ
れ
る
と
い
ぅ
の
で
あ
る
：。
,'
:
ム
.

こ
の
国
の
生
産
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィO
A !
、
o
Bl
の
等
産
出
量
線
が
第1
®
 

の
0
ん
61
0

の
ょ
ぅ
に
、
A .
B ,
が
右
下
り
の
線
分
の
モ
デ
ル
を
ま
ず
考
え
る
。 

こ
の
場
合
に
、
生
産
要
素
比
率
の
観
点
か
ら
は
生
産
要
素
の
価
格
が
ほ
と
ん
ど 

考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
第3
図

は

第
1
図
と
同
じ
く
、一

生
産
物
、

ニ
生 

産
要
素
、

ニ
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
が
存
在
し
、
生
産
物
の
量
が
特
定
さ
れ
た
時 

の
生
産
可
能
領
域
を
示
す
。
線
分
ん
玫
が
こ
れ
に
対
す
る
有
効

1

合
を
な
し 

て
お
り
、
各
点
の有
効
価
格
ガ
エ
タ
ト
ル
が
矢
印
で
示
さ
れ
て
い
る
。
各
点
の

ニ
.四

(

ニ1

八)

価
格
ヴ
工
ク
ト
ル
の
錐
体
を
そ
の
填
点
を
共
通
に
し
て
*
め
る
と
第
4
因
の
よ 

う
に
.正
象
限
を
分
割
し
た
形
で
示
さ
れ
る
。
価
格
ヴ

H.

タ
ト
ル
が
I
の
開
領
域 

に
あ
る
時
は
ん
、P
と
I
の
境
界
線
に
一
致
す
る
時
は
線
分
ん
氏
、I
の
開
領 

域
に
あ
る
時
は
执
が
そ
れ
ぞ
れ—

点
と
し
て
対
応
す
る
。■

ヴH

ク
ト
ル 

と
有
^
:！
と
の
対
芯
は
、
与
え
ら
れ
た
価
格
ヴ
ヱ
_ク
ト
ル
に
応
じ
て
具
体
的
に 

ど
の
有
効
点
が
選
出
さ
れ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
言
い
か
え
れ
ば
生
産
要
素
の 

価
格
が
ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
の
値
を
と.っ
て
も
、
必
ら
ず
生
産
有
^
!
が
存
在 

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
こ
.ど
は
利
用
可
能
な
一
一
生
鹿
要
素 

の
存
害M

が
.必
ら
ず
両
方
と
も
完
全
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
.を
意
味
し
な
い
。
た 

と
え
存
塵
里
が
ニ
個
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
の
_
、
ず
な
わ
ち
第
1
因
の
P
に 

あ
っ
て
も
、
生
産
要
素
の
価
格
.ザ
エ
ク
ト
ル
が
た
ま
た
ま
第
4
®
の
I
と
正
の 

境
界
線
に
一
致
す
る
時
，に0
み
、
両
生
産
要
素
が
完
全
に
利
用
さ
れ
る
。
そ
れ 

以
外
の
価
格
で
は
ど
ち
ら
，か
の
生
産
要
素
が
利
用
不
可
能
に
な
る
。
生
産
要
素 

存
査
里
が
第
2
図
の
宁
の
よ
う
な
位
置
、
す
な
わ
ち
労
働
集
約
的
ア
ク
テ
ィ
ヴ 

.ィ
テ
ィ
を
選
出̂

て
も
な
お
労
働
が
過
剰
に
，な
る
よ
う
な
場
合
で
も
、

：

価
格
ヴ 

工
ク
ト
ル
が
I
の
開
.領
域
.に
あ
る
時
は
、
資
本
！
^

的
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
を 

選
出
す
る
こ
と
に
な.'る
。
こ
の
場
合
に
は
産
出
量
極
大
化
と
雇
用
極
大
化
の
基 

準
は
一
致
し
な
い-0

し
か
し
な
が
ら
生
産
要
素
の
存
在
量
が
利
用
可
能
な
ニ
個
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ 

テ
ィ
の
間
に
存
在
す
る
と
いう
こ

と
が
.意
義
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
生 

産
要
素
の
^

^
、ガ
課
税
等
の
政
策
に
よ.う
て
政
；̂
^
定
者
に
よ
っ
て
任
意
に
決 

定
で
き
る
と
ず
如
ば
、
価
格
ヴ

H

ク
ト
ル
を
I
と
见
の
境
界
線.に
一
致
さ
せ
る

こ

と

に

よ

つ

て

、
両

生

産

要

素

の

完

全

利

用

が

常

に

可

能

と

な

る

か

ら

で

あ

る

。

生
産
要
素
の
は
所
与
で
あ
り
、
政
策
に
よ
つ
て
変
更
で
き
な
い
も
の 

と
す
る
と
、
生
産
要
素
の
完
全
利
用
の
可
f

は
、
第
一
に
、
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ 

テ
ィ
の
数
を
増
加
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
完
全
利
用
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
価
格 

を
見
出
す
可
能
性
が
増
加
し
、
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
価
格
に
所
与
の
価
格
を 

調
整
す
る
こ
と
が
容
晶
と
な
る
。
第
一
一
に
.は
、
一

1

個
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
の 

一
個
が
横
軸
に
、
他
が
縦
軸
に
で
き
る
だ
け
近
い
よ
う
な
も
の
を
見
出
す
こ
と 

が
で
き
る
ほ
ど
、
生
産
要
素
存—

T
が
、
両
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
の
間
に
来 

る
可
能
性
が
増
大
す
る
。
労
働
過
剰
国
に
お
い
て
は
、
最
も
労
働
集
約
的
な
ア 

ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
が
第

2
因
の
O

W
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば>
.
Tは
^J 

O

B
の
内
部
に
な
り
、
価
格
調
整
の
可
能
性
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
资
働
.の
完 

金
雇
用
は
可
能
と
な
る
。rr
が
さ
ら
に
資
本
に
対
し
て
労
働
が
多
い
よ
う
な
位

置
に
^-
っ
て
も
、
0
ル
が
充
<
^
軸
と
平
行
に
近
い
位
置
に
あ
れ
ば
労
働
の
完 

全
雇
用
が
可
能
で
あ
る
。
中

共

の

「

人
海
戦
術」
は
、
O

W
の
ょ
う
な
生
産
の 

ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
る

も

の
で
あ
ろ
う
。

次
に
等
産
出
量
線0
ん
6,
0
が
第
5
図
の
、ょ
う
な
胗
に
な
る
場
合
を
考
え
る 

こ
と
が
で
き
る
。：.す
な
わ
ち
A,
B,
は
右
上
り
の
線
分
で
あ
る
。

同T

の
生
産
モ
デ
ル
を
、
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
を
生
産
要
素
ル

(

資
本)

に
つ 

い
て
塞
準
化
し
て、
- 

>
<

——

％(

労
働
>
の
空
間
で
％
を
使
用
し
て
行
な
わ
れ
る
、
 

坐
産
に
お
け
る
、
乂
と
カ
と
の
組
合
せ
の
集
合
を
示
す
の
が
第

^
図
で
あ
る
。 

そ
う
す
る
と
線
分
ん
玖
は
や
は
り
右
上
り
と
な
る
。
第
5
図
の
ん
点
、
B,
点
の 

法
線
ヴ
チ
ク
ト
ル

.の
錐
体
を
そ
.の
頂
点
を
共
通
に
し
て
集
め
る
と
第
？
図
の
ょ 

う
に
な
り
、
正
象
限
ょ
り
第
二
象
限
に
ま
で
.お
ょ
ぶ
。
こ
の
こ
と
は
、

線 

■ 

O
A !
、
Q
B!
は
と
も
に
基
礎
的
ア
グ
ティ
ヴ
ィ

テ
ィ
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ん
点

で
は
価
格
は
常
に
マ
イ
ナ
ス
と
な 

り
、
し
た
が
っ
て
O
AI
は
.有
効
な 

ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
で
は
な
い
。
 

線
分
<
?玖
上
の
い
ず
れ
の̂

も
 ̂

効
で
は
.
な
く
、

オ
ー
プ.ン
_
 

.

フ
ァ
、 

セ
ッ
ト̂1
0
6 ,

は
_

な
フ
ァ
セ 

ッ•
ト
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
ブ
ラ 

ス
.
の

価

格

に

格

じ

て

慕

な

点

は 

M

線
O
B ,
上
の
点
の
み
で
あ 

り
、
_

な
ア
.ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ

ニ

五

(

ニ
一
九)

ィ
ン
ド
小
工
業
政
策
の
理
論
的
基
盤



は
常
に
O
B,
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
生
産
要
素
の 

.価
格
が
い
か
に^'
ろ
う
と
も
、
.資
本
集
約
的
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
が
選
出
さ
れ

る
こ
と

に

なり
、
産

出

量

極 

大
化
と
雇
用
極
大
化
は
常
に 

矛
盾
す
る

こ

と

に

な

る0 

.

 

キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
が
ハ

イ

エ

ク(F. 

A
.

 

H
a
y
e
k
>

 

の
理
論
を
紹
介
し
な
が
ら
、 

資
本
取
益
の
極
大
化
は
す
べ 

て
の
使
用
に
お
け
る
収
益
の 

均
等
化
で
あ
る
こと
を
示
す 

た
め
に
第
$
図
を
描
い
て
い 

る
。
こ
れ
は
一
生
産
物
、
ニ 

生
産
要
素(

資
本
と
労
働)
、

ニ
生
産
函
数
の
モ
デ
ル
で
あ 

.る
。
Rl
、
.R2
R3
R;
は
一
生

産
函
数
の
等
産
出
量
曲
線、

.
 

T,
、
t 2
、
t3
、
T4
は
他
の
生
産
函
数
の
等
産
出
量
曲
線
であ
り
、W

1
=
T
1
,

«
=
T
2

.
w
3
=闩
3
で
あ
る
0
資
本
、
労
働
の
存
査
里
が
そ
れ
ぞ
れO

K
、

O

U
の
よ
う
な
国
にお
い
て
は
T
に
よ
つ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
生
産
プ

ロ

セ
ス

(

ア

ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ

)

.を
使
用
す
る

こ

と

に

な

る

。
次

に

、

ハ
イ
エ
ク
に

対
す

る
ク
ズ
ネ
ッ
ツ

(
s
w
u
z
w
e
t
s
)

の
経
験
的
反
対
をキ
ン
ド
ル
バー

ガ

ー
は
理
論

ニ

六0

三

0〕

的
に
説
明
し
て
、
等
産
出
量
曲
線
ル
が
産
出
量
の
タ
、

ム
に
お
い
て

T,
で
は
な 

く
て
T5
あ
る
い
は
.％
に
等
し
い
と
す
れ
ば
、
ぬ
か
ら
私
へ
の
変
化
は
若
干
の
労 

働
を
解
雇
す
る
が
、
総
産
出
量
を
増
加
さ
せ
る

〕

、
.と
し
て
い
る
。

右
の
後
者
の
場
合
が
、さ
き
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ•

ア
ナ
リ
シ
ス
の
第
5
 

図

の

等

産

出

量

線

右

上

り

に

相

碎

す

る

も

の

で

あ

ろ

ぅ

。.

産
出
量
極
大
化
か
、
雇
用
極
大
化
か
は
政
策
に
よ
る
決
定
範
囲
に
属
す
る 

事
柄
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
第
二
次
五
，力
年
計
画
に
お
い
て
ど
ち
ら
が
優
先
さ
れ 

て
.い
る
か
、
と
い
ぅ
と
、
ゼ
ち
ら
に
も
関
心
が
私
わ
れ
て
い
る
と
い
ぅ
外
な
い
。

一
般
的
に
重
工
業
力
資
本
集
約
的
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
を
も
っ
て
い
る
，の
に
比 

ベ
て
、
小
工
業
は
労
働
^
^
的
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
を
も
つ
も
の
と
考
え

ら
れ 

る
。
計
画
に
お
い
て
小
工
業
振
興
策
が
と
ら
れ
て
い
る
の
は
と
り
も
な
お
さ
ず 

雇
用
観
点
が
計
画
立
案
の
中.に
相
当
の
地
位
を
得
て
い
る
微
で
あ
ろ
ぅ
。

A 

.

 

D
.、ゾ
ャ
ル
マ
は
、̂
済
開
，

画
の
目
的
を
先
進
囯
と
砝
国
と
に
区
別
し 

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
先
進
国
で
は
、
経
済
開
発
の

E

的
は
厚
生
の
増
加
で 

あ
り
、
こ
れ
は
国
民
所
得
の
増
加
あ
る
い
.は
国
民
生
産
物
の
増
加
に
よ
っ
て
客 

観
的
に
測
定
さ
れ
る
。
か
く
し
て_
員
生
畠
#?
の
@
夂
の
増
加
は
あ
る
意
味
で 

は
い
か
な
る
経
済
の
目
的
に
も
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
^
^
に
経
済
的 

理
由
か
ら
す
れ
ば'
右
の
こ
と
が
経
済
開
発
の
唯
一
の

E

的
：で
あ
る
。
も
し
そ 

れ
で
失
業
が
あ
れ
ば
、
あ
る
種
の
社
会
保
障
救
済
を
施
す
の
が
健
全
な
政
策
で 

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
低
開
発
国
で
は
こ
の
基
準
は
該
当
し
な
い
。
特
に
社
会

.
 

政
治
的
理
由
に
よ
り
、
国
民
の
大
多
数
を
失
業
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
，で
き
な
い
。 

.さ
ら
に
->
-
»近
代
.
資
本
財
が
地
方
的
に
利
用
で
き
な
い
の
で
、
国
内
生
産
は
失

業
労
働
を
維
持
す
る
に
充
分
な
程
度
に
ま
で
則
上
げ
ら
れ
る
.こ
と
が
で
き
な 

い
。
か
く
し
て
経
済
的
理
由
、
社

会•政
治
的
理
_
双
方
か
ら
し
て
雇
用
が
国 

民
の
大
多
数
に
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
経
済
開
発
の

nn 

的
は
、
雇
用
極
大
化
の
拡
張
を
伴
な
う
国
民
生
産
物
の
極
大
化
で
あ
る
べ
き
で

C

7)

あ
る
。
 

■ 

i

 

失
業
の
大
量
的
存
在
は
社
会
不
安
を
胚
胎
し
、
政
府
に
対
す
る
信
頼
感
を
失 

な
わ
せ
る
、
と
い
う
よ
う
な
社
会*政
治
的
観
点
が
導
入
さ
れ
る
と
、
失
業
労 

働
は
少
な
け
れ
ば
少
な.い
ほ
ど
望
ま
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
失
業
の
除
去 

に
は
費
用
が
か
か
る
。
こ
の
費
用
の
支
出
の
形
は
、
失
業
者
に
対
す
る
社
会
保 

障
制
度
に
.よ
る
救
済
も
考
え
ら
れ
る
が
、
理
論
的
に
は
労
働
の
i

価
格
が
非 

正
で
あ
る
場
合
に
も
な
お
か
つ
雇
用
す
る
と
い
う
形
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
第

5 

図
に
お
い
て
労
働
薩
的
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
O
A !
を
採
用
さ
せ
る
こと
も
考 

え
ら
れ
.る
。
小
工
業
振
興
の
理
論
的
根
拠
の
一
つ
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
求
め 

ら
れ
る
。
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P
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P
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p
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O
n
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P
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p
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e
r
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.
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P
r
o
b
l
e
m

 o
f

 M
a
c
t
o
r
.
P
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イ
ン
ド
小H

業
政
策
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in U
n
d
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d
e
v
e
l
o
p
e
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 e
c
o
n
o
m
i
e
s
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.
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I
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a
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r
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a
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d
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e
l
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p
e
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A
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(

5)

ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
.
ア
ナ
リ
シ

ス

.

.は

古

谷

弘「

現
代
経
済
学」

に
拠

.

つ
た
0 

'
.

(

6) 

p
p
. Ki

n
d
l
e
b
e
r
g
e
r
; 

e
c
o
n
o
m
i
c

 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
,

 

1
9
500
,
 

pp. 

169170.

(

7) 

g

 

げ设H 日
识
；
0
^
. 

p. 

9

0

.

.

,
 

〜 

r

m

A

型

二

重

経

済
u

第
1
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
の
第
一
一
次
五
力
年
計
画
で
は
銅
鉄
と
機 

械
製
造
業
に
重
点
が
お
か
れ
る
の
と
平
行
し
て
、
小
工
業
の
振
興
政
策
が
と
ら 

れ
て
い
る
。
い
ま
鋼
鉄
と
機̂

^
造
業
は
童
工
業=

基
幹
産
業
で
あ
り
、
こ
の 

生
産
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
は
資
本
集
約
的
、
生
産
物
範
疇
で
は
資
本
財
、

こ
れ 

に
比
べ
Iて
小
工
業
は
労
働
集
約
的
生
産
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
を
も
ち
、
生
産
物 

は
消
費
財
、
と
い
う
こ
と
に
す
る
。.生
産
物
を
ニ
財
に
し
て
、
生
産
要
素
比
率 

の
分
析
方
法
を
進
め
よ
う
と
す
れ
ば
、

エ
ッ
カ
ウ
ス
の
や
つ
て
い
る

よ
う
に
、

一
一
生
産
要
素
、
一
一
生
産
物
、
各
生
産
物
毎
に
一
一
生
産
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
の
モ 

デ
ル
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。：
結
局
、
ニ
生
産
物
の
変
形
曲
線
が
描
か
れ 

る
が
、
生
産
技
術
の
性
質
よ
.り
し
て
こ
の
曲
線
は
両
軸
の
近
く
で
は
切
れ
て
い

ニ

七(

ニ
ニ 

一)



H

f

i

t

e

i

.

る
。
X ,
財
が
資
本
集
約
的
部
門
で
生
産
さ
れ
る
財

=

生
産
財
、
ゐ
財
が
敗
働
集 

約
的
部
門
で
は
生
産
さ
れ
る
財H
消
費
財
と
し
、
労
働
が
資
本
に比
べ
過
剰
な 

国
を
考
-X
-て
、.
変
形
曲
線
の
ル
財
の
軸
の
近
傍
に.あ
る
部
分
を
示
す
と.第
9
図 

の
ょ
ぅ
に
な
る。

0

D上
で
は
資
本
と
労
働
と
両
方
が
完
全
雇
用
で
あ
り
、
D 

E
上
で
は
労
働
が
過
剰
で
あ
る
。
そ
ぅ
す
る
と
完
全
雇
用
の
達
成
は
一
一
財
の
相

対
的
需
要
に
^
豸
す 

る
。
社
会
の
ニ
財
に 

対
す
る
無
差
別
曲
線 

が
.
“の
ょ
ぅ
に
0
<
:
1
!

 

に
切
し
て
い
る
場
合 

に
は
資
本
と
労
働
両 

方
.の
完
全
雇
用
が
可 

能
で
あ
り
、
産
出
量 

極
大
化
と
雇
用
極
大 

化
が
一
致
す
る
。
無 

差
別
曲
線
が
^
の
ょ

(

1

>

う
な
場
合
に
は
ニ
つ
の

S
：

標
は
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

エ
ッ
カ
ウ
ス
の
右
の
ょ
う
な
論
点
は
結
局
、
完
全
雇
用
は
い
わ
ゆ
る

〉

1

ヶ 

ッ
ト
％
ハ
ス
ケ
ッ
ト
の
構
成
に
依
存
す
る
こ
と
に

.な
る
。
し
か
し
マー

ケ
ッ
ト
，
 

パ
ス
ヶ
ッ
ト
が

.!«
>
-の
ょ
う
な
場
合
で
も
、
国
際
貿
易
を
考
え
れ
ば
事
態
は
変
っ 

て
く
る
。
も
し
労
働
が
過
剰
で
あ
り
、
資
本
と
労
働
の
価
格
が
そ
れ
を
充
分
反 

映
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
消
費
財
を
生
産
し
て
資
本
財
を
输
入
す

二

八a

三

ニ)

る
こ
と
が
■で
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
、
た
と
え

一

国
の
経
済
開
発
に
基
幹
遊
業
が 

必
須
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
も
、
労
働
集
約
的
生
産
物
を
輸
出
す
る
こ
と
に
よ 

り
前
者
を
輸
入
し
て
は
な
ぜ
い
け
な
い'の
か
、
と
い
ぅ
問
題
で
あ
る
。
シ
ャ
ル 

マ
.は
.基
幹
産
業(

重
工
業〕

の
財
は
一
国
か
ら
他
国
へ
の
フ
リ
！

フ
ロ
ゥ
が 

決
し
.て
行
な
わ
れ
な
い
、
と
書
い
て
い
る.が
、
理
論
的
に
も
経
験
的
に
も
ど
の 

ょ
ぅ
な
根
拠
が
ぁ
る
め
が
全
ぐ
不
明
で
ぁ
る
。

一
財
の
輸
入
不
可
能
を
理
論
的

に
言
ぅ
た
め
に
.は
べィ

タ

ー

がリ
ン
コ
.
とオ
丨
'、
ハ.丨
に
よ

っ

て試
み
て
い

る

よ

(

3

)

う
な
条
件
を
設
定
し
て
お
く
こ
：と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

c
l

) 

ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
は
リ
ン
ゴ
の
み
を
生
産
す 

る
'
.
'

(

2〕

国
民
は
オ
ー
バ
ー
が
リ
ン
ゴ
に
比
べ
て
、
い
か
に
費
用
が
か
か
っ
て 

も
、
リ
ン
コ
と
同
じ
く
オ
ー
パ
ー
を
も
欲
す
る
。

(

3)

リ
ン
ゴ
生
産
は
、、
何
が
の
理
由
で# 4
:激
な
収
獲
遲
滅
を
蒙
る
の
で
、 

比
較
有
利
の
原
則
が
完
全
特
化
を
許
さ
な
い
。
こ
こ
か
ら
し
て
、
オ

I 

'
、ハ
I
の 

需
要
は
リ
ン
..ゴ
を
輸
出
し
、
オ
ー
バ
ー
を
輸
入
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
充
た
さ
れ 

な
い
。
こ
の
時
に
、
そ
し
て
こ
の
時
に
の
み
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
若
干
の
部
分 

は
オ
I
バ
ー
生
産
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

リ
ン
.
.ゴ.
.を
消
費
財
、
-
k
.
l
バ
ー
.を
資
本
財
.と
す
る
と
、(

1)

と

(

2)

は
経 

済
開
発
計
画
一
般
に
妥
当
す
る
と
し
て
も
、(

C
o

は
特
殊
な
条
件
で
あ
る
。
も 

し
こ
の
特
殊
な
条
件
が
な
け
れ
ば
、
資
本
財
を
輸
入
す
る
こ
と
に
何
の
障
害

も
 

な
い
か
、
と
.い
う
問
題
は
、
ょ
り
根
本
的
な
経
済
開
発
問
題
、
す
な
わ
ち
ヴ
ァ 

イ
ナ
I
流
の
比
較
生
産
費
の
原
則
に
よ
る
特
化
か
、

ヌ
ル
ク
セ
な
ど
の
よ
う
な

「

調
和
の
と
れ
た
経
済

」

の
建
設
か
、
あ
る
い
は
ド
ッ
ブ
の
よ
う
に
、
経
済
開
発 

イ
コー

ル
工
業
化
か
、
と
い
う
よ
う
な
問
題
と
関
連
し
て
く
る
こ
と
に
な
り
、 

簡
単
に
結
論
を
抽
き
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

労
働
過
剩
国
•に
お
い
て
は
労
働
集
約
的
坐
産
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
を
、選
出
す 

ベ
き
で
あ
る
と
い
う
方
が
通
説
で
あ
る
が
、
逆
に
資
本
集
約
的
生
産
，ア
ク
テ
ィ 

ヴ
ィ
テ
ィ
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
を
も
づ
財
の
生
産
に
童 

点
を
お
く
べ
き
と
す
る
説
も
あ
る
。
後
者
の
立
場
：を
と
る
代
表
的
学
者
で
あ
る

(

4

)

 

• 

*

ガ
レ
ン
ソ

ン
a
レ
イ
べ
ン
シH.

タ
イ
ン
も
ド
ッ
ブ
も
、
と
も
に
長
期
的
観
点
に
立 

っ
て
い
る
。
長
期
的
観
点
か
ら
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
独
立
国
は
自
国
に
重
工
業 

を
も
た
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
社
会
.
政
治
的
理
由
か
ら
に
せ 

よ
、
と
に
か
く
重
工
業
に
最
高
の
優
先
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る 

と
、
次
の
よ
う
な
ニ
重
経
済
の
構
想
が
生
れ
る
。
：

利
用
可
能
な
資
本
量
の
配
分
に
お
い
て
、
^
幹
^
業
に
優
先
権
が
与
え
ら
れ 

る
。
基
幹
産
業
は
資
本
集
約
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
外
部
経
済
.の
建
設
に
も
ま
た 

資
本
を
要
す
る
。
今
日
の
低
開
発
国
の
開
発
で
は
、
教
育
と
が
ス
ラ
ム
の
罾
皿 

と
が
i

国
家
的
考
慮
を
も
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
隣
国

(

パ
キ
.
 

ス
タ
ン)

に
双
す
る
敵
意
は
国
防
費
に
相
当
の
額
の
予
算
を
さ
か
せ
て
い
る
。 

基
幹
産
業
、
社
会
的
資
本
、
国
防
費
に
、
も
と
も
と
少
な
い
資
本
が
吸
収
さ
れ
る 

と
、
残
余
の
資
本
は
，ま
す
ま
す
稀
少
と
な
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
以
外
の
生
産
分 

野
に
お
い
て
は
、
最
も
労
働
集
約
的
生
産
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
を
選
出
す
る
こ

C

6)

と
が
、「

社
会
的
生
産
物(

産
出
量)

の
極
大
化
.一
で
あ
り(

ダ
ー
ル)

、
種
々
の 

資
本
\
労
働
率
を
も
っ
多
数
の
生
産
ァ
ク
テ
イ
ヴ
イ
テ
ィ
，の
同
時
的
使
用
が
、

'
イ
ン
ド
小
工
業
政
策
の
理
論
的
基
盤

雇
用
、
産
出
量
両
方
の
極
大
化
を
達
成
さ
せ
る

(
シ
ャ
ル
マ)

。
い
ず
れ
に
せ
よ 

こ
れ
か
ら
先
は
、
第I
章
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
‘
ア
ナ
リ
シ
ス
を
適
用
で
き 

る
わ
け
で
あ
る
が
、
要{̂11

は
こ
れ
の
適
用
が
一
一
段
階
に
な
って
い
る
と
い
ぅ
こ 

と
.で
.あ
る
。
：.優
先
部
門
に
.資
本
を
吸
収
さ
れ
た
後
で
は
資
本
と
労
働
の
存
藍
凰 

は
変
化
し
て
お
り
、，資
本

M

比
べ
て
労
働
は
相
対
的
に
よ
り
多
く
な
っ
て
い

る
。
.
 

し
た
が
っ
て
第
一
段
階
の
重
エ
業
部^
内
部
に
お
い
て
複
数
の
ア
ク
テ

ィ
ヴ 

.ィ
テ
ィ
が
存
在
し
、
第
二
段
階
に
も
ま
た
数
種
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
が
存
在 

す
る
に
し
.て
も
、
そ
め
選
出
の
基
準
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二 

段
階
に
お
い
て
は
、
そ
の
生
産
さ
れ
る
財
が
資
本
財
で
は
な
く
て
消
費
財
で
あ 

っ
て
も
、
あ
る
い
は
重
エ
罾
ぼ
門
の㈱
趴
的
豸
門
を
形
成
す
る
資
本
財
で
あ
っ 

て
も
、
選
出
さ
れる
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
は
労
働
集
約
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち 

小
工
業
.と
な
る
。 

...

以
上
：の
よ
ぅ
に
し
て
重
工
業
と
小
工
業
、
資
本
集
約
的
産
業
と
労
働
集
約
的 

産
業
の
並
存
を
理
論
的
に
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
ぅ
な
㈱
罾
体
㈣
 

を
八
塑
ニ
重
経
済
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る。
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一

一

重

経

済

二
重
経
済
の
も
う
一
つ
の
型
、
、
B
型
と
呼
ぼ
う
と
す
る
も
の
は
、
都
市
と
農 

村
、
重
工
業
地
域
と
小
ェ
業
地
域
に
お
い
て
資
本
と
労
働
の
生
産
要
素
比
率
が 

異
な
り
、
価
格
も
異
な
る
と
い
う
状
態
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

1

国
内
部 

で
一
物
一
価
の
法
則
が
貫
徹
し
て
い
な
い
こ
と
、
地
域
に
ょ
り
同
一
生
産
物
の

'
 

価
格
、
特
に
賃
金
の
異
な
っ
て
い
る
ょ
う
な
状
態
、

「

ニ
重
経
済
.

一.

が
近
代
的 

あ
る
い
は
普
通
の
効
率
の.技
1

入
の
結
果
と
し
て
さ
え
発
展
す
る
可
能
性
を 

キ
ン
ド
ル
バ
I
ガ
ー
は
指
摘
し
て
い
る
。
一
一
重
経
済
と
は
経
済
の
異
な
っ
た
 ̂

分
に
お
い
て
同
一
要
素
で
あ
り
な
が
ら
異
な
っ
た
限
界
効
率
を
も
つ
経
済
を
言 

う
。
彼
は
、
原
住
民
生
産
と
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
生
産
の
ゴ
ム

と

バナ
ナ
を
例 

に
挙
げ
て
、
一
一
重
経
済
に
お
い
て
は
異
な
っ
た
畠
_
、
あ
る
い
は
同
一 

に
お
い
て
す
ら
、
資
本
と
労
働
の
限
界
効
率
は
異
な
っ
た
部
分
に
お
い
て
は
異 

な
る
で
あ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
農
村
と
都
市
の
労
働 

者
の
.限
界
効
率
が
異
な
り
、
低
価
格
労
働
は
必
ら
ず
し
も
安
い
労
働
を
意
味
せ 

ず
、
要
素
価
格
と
要
素
費
用
は
一
致
し
な
い
。
キ
ン
ド
ル
バ

ー

ガ
ー
は
、
社
会 

保
障
と
高
賃
金
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ.
Iシ
ョ
ン
効
果
を
考
え
て
、ィ
タ
リ
ア
を
例 

と
し
て
、
労
働
®

的
小
工
業
と
資
本
集
約
的
大
工
業
が
並
列
し
て
成
長
す
る

三
〇

(

ニ
ニ四

；}

こ
と
に
注EI

し
た
。
彼
は
ニ
重
経
済
と
フ
ア
ー
ー
ー
ヴ
ア
ル
の
.い
う「

複
合
経
済
_
 

と
の
関
連
に
つ
い
て
、
複
入
蟲
済
は
一
要
素
に
対
し
て
一
以
上
の
要
素
市
場
を 

も
つ
と
い
う
意
味
で
は
一
般
的
に
ま
た
一
一
.重
経
済
で
あ
る
。
し
か
し
両
者
の
差 

異
は
、
複
•

済
で
は
要
®

場
の
差
異
が
複
合
社
会
を
特
徴
づ
け
て
い
る
よ 

う
な
人
镡(

の
差
異)

に
.も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
し 

か
し
な
が
ら
フ
T
1

一
一
ヴ
ア
ル
の#
15
:
づ

け

た「

複
ム
ロ
せ
会」

は
、

一
政
治
単 

位
の
中
に
一
一
個
以
上
の
要
素
あ
る
い
は
社
会
秩
序
が
、
結
合
す
る
こ
と
な
く
速 

存
し
て
い
る
社
会
、
で
あ
り
、

「

複
合
経
済」

に
お
い
て
は
複
合
社
会
の
種
々
な 

部
分
が
：市
場
と
い
う
共
通
な
部
分.で
接
触
す
る
の
で
あ
る
。
人
種
的
差
異
に
も 

と
づ
く
複
数
の'社
会
が
.，一
国
内
に
並
存
し
て
、
そ
れ
ら
が
独
自
の
経
済
的
機
能 

を
営
な
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
個
人
と
し
て
の
彼
ら
の
接
触
は
、
市
場
、
購 

入
と
販
売
に
お
い
て
の
み
行
な
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
少
な
く
と
も
製
品
の
市 

場
は
共
通
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
一
一
重
経
済
と
.の
区
別
は
、
複
合
経
済
に 

お
い
て
は
生
産
要
素
価
格
が
共
通
で
あ
る
と
す
る
方
が
、
理
論
的
に
も
明
晰
で 

あ
る
し
、
ま
た
ア

フ

リ
力
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
熱
帯
爐
民
地
、
新
独
立
国
の 

現
状
と
も
一
致
し
，て
い
る。

.

二
重
経
済
を
、一

国
内
部
で
地
域
に
よ
り
生
産
要
素
価
格
が
異
な
る
経
済
で 

あ
る
と
定
義
す
る
と
、
第3
図
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
.
ア
ナ
リ
シ
ス
に
よ
っ 

て
簡
単
に
表
現
す
る
と
と
が
で
き
る
0
す
な
わ
ち
一
地
域
に
お
い
て
は
生
産
要 

素
の
価
袼
ヴ
エ
ク
ト
ル
は
第
别
図

1
の
開
纏
に
あ
り
、
他
の
地
域
で
は

I 

の
開
領
域
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
，
一
地
域
で
は
^

_

_

ぬ

的

ア

ク

テ

ィ

ヴ

ィ

テ 

ィ
O
AI
を
、
他
の
地
域
で
は_

集
約
的
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
O
B,
を
採
用
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
い
ま
ヒ
ル
シ

3.
マ
ン
に
し
た
が
っ
て
一
地
域
を
南
部
、 

他
地
域
を
§

と
$

#
け
よ(

53
。
自
国
の
«
罾
か
ら
資
本
主
義
を
発
展さ
せ
た 

の
で
は
な
く
、
外
国
か
ら
の
イ
ン
パ
タ
ト
に
よ
っ
て
資
本
主
義
的
発
展
、
工
業 

化
を
開
始
し
た
後
進
国
に
お
い
て
は
、
北
部
と
南
部
の
分
裂
灰
生
じ

さ
せ
る
。 

北
部
は
工
業
地
域
で
あ
り
、
超
近
代
的
技
術
を
採
用
し
て
い
る
。
南
部
は
前
近 

代
的
地
域
、
農
村
で
お
り
、
手
工
業
、
小
工
業
、
商
業
そ
の
他
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス 

業

(

銀
行
と
保
険
会
社
を
除
く

)

の
多
く
を
包
含
す
る
。
生
産
要
素
の
移
動
は 

不
完
全
で
、
し
た
が
っ
て
賃
金
率
は
異
な
り
、
こ
れ
は
労
働
の
異
な
る
限
思
生 

産
力
を
反
映
し
て
い
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
ン
は
賃
金
差
を
豸
を
さ
せ
る

1 :
因
と
し 

て
、
限
界
生
産
力
の
差
の
他
に
次
の
三
っ
を
指
摘
し
て
い
る
。
第

1

、
社
会
保
障
、 

最
低
賃
金
制
は
大
工
業
部
分
に
の
み
強
制
的
で
あ
り
1
強
制
し
う
る
。
こ
の
点 

に
っ
い
て
イ
シ
ド
の
場
合
は
、
か
っ
て
の
植
民
本
国
イ
ギ
リ
ス
が
社
会
福
祉
制 

度
の
择
達
し
た
国
で
あ
り
、

こ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
I
シ
3
ン
効
果
と
で
も
いう
 

よ
う
な
も
の
■が
看
取
さ
九
‘る
。
先
進
国
の
資
本
主
義
発
展
の
過
程
、
あ
る
い
は 

日
本
の
資
本
、王
義
発
展
の
過
程
に
み
ら
れ
た
よ
^
な
低
賃
金
政
策
は
と
る
こ
と 

が
で
き
ず
、
あ
る
程
度
の
社
会
保
障
.も
制
度
的
に
は
確
立
し
て
い
る
の
で
あ
る 

が
、
U
か
し
こ
の
効
果
の
影
響
範
囲
は
都
市
に
と
ど
ま
り
、
農
村
に
ま
で
は
及 

ば
な
い
と
思
わ
れ
み
。
第

H
、

成
長
過
程
に
あ
る
工
業
都
市
の
生
活
費
が
高
い 

こ
と
。
第
三
、
農
業
、
小
商
工
業
が
、
伝
f

で
独
立
的
な
を
執
拗
に
選 

好
す
る
こ
と
0

右
の
よ
う
な
点
が
賃
金
差
^
生
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ 

れ
で
は
、
都
市
に
お
い
て
賃
金
がよ
り
高
い
の
に
、
員
'^
に
は
失
業
あ
る
い
は

イ
ン
ド
小
工
業
政
策
の
理
論
的
基
盤

潜
i

失
業
が
i

す
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
労
働
が
都
市
へ
移
動
し 

な
い
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
シ
ャ
ル
マ
は
、
農
村
人
口
の
無
気
力
、
冒
険 

精
神
の
欠
如
、
機
会
に
つ
い
て
の
適
切
な
知
識
の
不
足
、
宗
教
、
社
会
的
慣
習
、 

タ
ブ
ー
、
無
教
育
、
：
貧
困
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
事
実
、
第

.二
次
大
戦
中
、
都 

市
で
は
労
働
方
が
不
足
し.て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ず
か
数
十
マ
ィ
ル
離 

れ
た
農
村
で
は
過
剰
で
あ
る
と
い
う
現
象
が
あ
っ

た

0

シ
ャ
ル
マ
は
.こ
の
よ
う
な現
象
を
生
産
要
素
存
在
量
のボ

ケ
ッ
ト
と
呼
ん
で 

い
る
。

一国
の
内
部
各
所
にこ
の
よ
う
な
ボ
ケ
ッ
ト
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え 

た
方
が
、
盡

と
南
部
一
一
地
域
に
区
別
する
よ
り
も現
実
に
近
い
か

も
し
れな 

い
が
、
理
論
的
考
察
の
た
め
に
は
、
北

部•南
部
の
方
が
便
宜
で
あ
ろ
う
。
シ 

ャ
ル
.マ
は
労
働
ば
か
り
で̂く

資

本

も

ま

た

移

動性
が
少
な
い
と

し

て

い

る
 

が
、
そ

う

す

る

と北
部
、
南
部
ニ
地
域
の
並
存
は
、
ま
す
ま
す
国
際
間
の
関
係 

に
似
て
く
る

か

ら

で

あ

る

。

ニ
生
産
要
素
間
で
限
界
生
産
力
が
異
な
り
、
賃
金
が
異
な
る
場
合
の
社
会
と
、 

均
等
な
場
合
の
社
会
と
を
比
較
す
る
と
、
前
者
の
総
産
出
量
は
後
者
の
総
産
出 

量
よ
り
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
生
産
罾
胄

㈣
に
移
動
性
を
与
え
た
方
が
よ 

.
い
。
ィ
ン
ド
に
お.い
て
も
、
生
産
要
素
に
移
動
性
を
与
え
る
方
向
に
進
む
べ
き 

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
み
ら
れ
る
。
労
働
の
移
動
を
妨
げ
て
い
る
原
因
が
、 

シ
ャ
ル
マ
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
な
汐
ば
、
こ
れ
の
克
服
策
は 

農
村
地
域
人
，！；
の
ー
：
般
的
知
識
水
準
を
高
め
る
こ
と
、

マ
ッ
ク
ス

.
ヴ
土
1
バ 

I
の
い
うF

魔
術
か
ら
の
解
放」

を
促
進
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
広
い
意
味
で
の 

.教
育
と
啓
蒙
、
さ
ら
に
道
路
建
設
な
ど
の
外
部
経
済
の
建
設
で
あ
る
。
こ
れ
に

三 

一

(

ニ 

ニ
五)



よ
つ
て
員
^
な
生
産
^
素
の
配
分
が
可
能
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
た
め 

に
は
多
額
の
社
会
的
资
本
を
必
要
と
す
る
。
.
第
U
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
重 

工
業
部
門
の
他
に
社
会
的
資
本
に
も
ま
た
優
先
が
与
え
ら
れ
る
と
す
る
と
、
残 

余
の
利
用
可
能
な
資
本
量
は
 

一•層
少
な
ぐ
，な
る
。
こ
こ
か
ら
小
工
業
振
興
の
理 

由
が
ま
た
強
化
さ
れ
る
。

右
の
よ
う
な
労
働
の
移
動
性
促
進
の
積
極
的
意
見
が
あ
る
一
方
、
労
働
の
不 

移
動
性
を
む
し
ろ
保
存
し
よ
う
と
す
る
意
見
も
あ
る
。

.

.

.
こ
の
0-
由
は
、
先
に
ヒ 

ル
シ
土
マ
ン
の
帛
_
し
た̂
働
の
移
1&
を
妨
げ
て
い
る
第
ー.ー
ー
の
要
因
を
、イ
ン
 

ド
の
美
徳
と
し
て
そ
の
ま
ま
肯
定
す
る
わ
け
で
あ
‘る
.。
農
村
小
T-
業
は
イ

ン

ド

 

の
社
会
的
.
文
化
的
伝
統
と
マ
ッ
チ
し
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
非
経
済
的
根 

拠
を
あ
げ
て
、
手
工
業
は
主
と
し
て
雇
用
作
出
の
手
段
と
し
て
意
図
さ
れ
て
い 

る
が
、
失
業
問
題
が
豚
決
し
て
も
イ
ン
ド
経
済
の
永
久
的
様
相
と
し
て
残
る
ら 

し
い
、
と
観
察
さ
れ
て
い
へ
る
。
さ
ら
に

「

調
和
の
と
れ
た
国
民
経
済
の
建
設

」

.
 

が
念
頭
に
お
か
れ
、
経
済
の
地
方
化
、
農
村
の
エ
業
化
が
企
図
さ
れ

.て
い
る
。 

こ
れ
は
む
し
ろ
農
村
を

「

南
部」

と
み
て
、
南
部
経
済
が'モ
ノ
ヵ
ル
チ
ュ
ア
構 

造
と
な
る
こ
と
を
避
け
よ
、
と
い
う
意
見
で
^-
る
。

さ
て
、
と
に
か
く
現
状
の
労
働

(

さ
ら
に
資
本)

.の
移
動
性
の
欠
如
を
与
件 

と
し
て
、
北
部=

南
部
モ
デ
ル
を
#

M
し
て
み
よ
う
。
両
地
域
に
お
い
て
セ1' 

要
®

率
が
真
に
異
な
る
な
ら
ば
、
両
地
域
は
比
較
的
有
利
な
生
産
に
特
化
し 

て
両
地
域
間
で「

自
由
貿
易
.

」

を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
。
自
由
貿
易
は
両
地
域 

の
消
費
可
能
_
線
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
、
両
地
域
に
と
づ
.て
有
利
で
あ
る
。 

來
実
、
農
村
地
域
は
消
費
財
生
産
の
小
工
業
、
都
市
地
域
は
生
産
財
生
産
の
大
工

三
二 

0

三

六)

業
、
と
い
う
一
揮
の
国
際
分
業
論
も
イ
ン
ド
の
：経
済
政
策
の
中
に
み
ら
れ
る
。
第 

一
一
次
五
ヵ̂

^
画
殳
^
に
参
加
し
た
ヰ
、
バ
ラ
ク
リ
シ
ュ
ナ8
肖
&

&

ぼ
ち 

は
、
.デ
ザ
イ
ン
の
多
様
性
、
'—♦
つ
の
型
の
製
品
の
需
要
量
が
相
対
的
に
少
量
で 

あ
る
こ
と
、
職
人
的̂

^
の
占
め
る
比
率
が
大
き
い
こ
と
、
を
理
由
に
消
費
財 

生
産
に
お
い
て
は
小
工
業
が#
㈣
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
彼
は
ス
イ
ス
、 

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
ヵ
、0
本
の
例
を
ひ
い
て
、
資
ず
主
義
の
高 

度
に
発
達
し
て
い
る
国
で
.も
な
お
若
干
の
小
企
業
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
を
指 

摘
し
、
イ
ン
ド
の
特
殊
性
と
し
て
で
は
な
く
て
、

一
般
的
に
、

」

工
業
の
発
展
に
，
 

も
か
が
'わ
ら
ず
小
企
業
生
存
の
技
術
的
理
由
が
塞
す
る
と
信
じ
て
い
る

q 

こ
の
よ
う
な
国
際
分
業
を
徹
底
さ
せ
れ
ば
、
北
部
と
南
部
の
生
産
物
は
同

J 

で
は
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
.と
こ
ろ
が
双
^
の
イ
ン
ド
の
小
エ
策
で
は
、
 

大
工
業
と
小
工
業
と
の
生
産
物
が
競
争
関
係
に
あ
る
場
合
に
は
、
a

小
工
業 

の
た
め
の
生
産
領
域
を
保
存
確
保
す
る
へ
b 

•大
工
業
の
生
産
能
力
を
拡
張
し 

な
い
、

e 

.

.
大
工
業
の
製
品
に
課
税
す
る
、
と
い
う
政
策
を
実
施
し
て
い
る
。 

こ
の
中
最
も
問
題
に
な
る
の
は
課
税
で
あ
る
。

課
税
は
国
際
貿
易
に
お
け
る
関
税
に
該
当
す
る
。
関
税
は
両
国
間
の
生
産
費 

を
均
等
化
し
、
せ
っ
か
く
の
比
較
的
有
利
を
消
滅
さ
せ
、
貿
易
を
行
な
わ
れ
な 

く
さ
せ
る
。
こ
れ
は
1

の
最
良
の
使
用
をa?
ま
せ
る
も
の
で
あ
り
、

理
論
的 

に
は
価
値
が
な
い
。
北
部
と
南
部
間
の
交
換
に
お
い
て
、
北
部
の
製
品
に
課
税 

す
れ
ば
、
こ
れ
は
結
局
北
部
と
南
部
の
分
業
関
係
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
る
。 

関
税
を
正
当
づ
け
る
理
論
と
し
て
は
幼
稚
遊
業
保
護
論
が
あ
る
デ
こ
れ
を
認
め 

る
に
し
て
も
、
関
税
は
物
価
を
則
き
上
げ
る
か
ら
直
接
の
i

金
を
与
え
る
場

合
に
比
べ
不
利
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
北
部
と
‘南
部
は
、
.
実
は
国
際
間
の
渴
係
で

は
な
く
て
一
国
内
部
の事
項
に
属
す
る
。ヒ
ル
.シH

マ
ゾ
は
生
||
%

の

種

變

使

用
価
値)

に
よ
っ
て
、
北
部
に
と
っ
て
南

部

か

ら

の

競

争

に

全

く

さ

ら

さ

れ

な

い
も
の
、
1

.
の
生
産
物
で
あ
る
が
、
能
率
と
生
産
性
の
差
に
よ
っ
て
南
部
の

生
産
物
を
駆
逐
で
き
る
も
の
、
南
部
の
，小
H

i
産
物
と
競
争
関
係
に
立
つ
も 

?)

の
、
の
三
分
類
を
し
て
い
る
。
第
一
の
例
は
、
化
学
製
品
、
石
油
の
精
製
、
鉄 

銅
、
セ
メ
ン
ト
、
パ

ル
プ
と
製
紙
な
ど
の
生
産
財
か
ら
、ラ
ジ
オ
、

電
球
、 

歯
み
が
き
、
ア
ス
ピ
リ
ン
に
至
る
近
代
的
消
費
財
、
第
—-
一
は
、
繊
維
工
業
、
特.

第
三
は
、
：
冢
具
、
靴
、
衣
服
、

レ
シ
ガ
、
陶
磁
器
、
.

M
3

、

、、ハ
ス
.ヶ 

ッ
ト
、
食
料
な
ど
で
あ
る
。

問
題
は
第
一
一
で
あ
っ
て
、
ィ
ン
ド
に.お
い
.て
は
ガ
ン
ジ

I
の
勒
ぎ
車
か
ら
国 

旗
に
ま
で
象
徴
さ
れ
て
いる
よ
う
に
、か
つ
て
ィ
ギ
リ
ス
か
ら
の
機
械
製
品
に 

よ
っ
て
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
農
村
が
宇
工
業
に
よ
る
襲
品
を
保 

護
す
る
.た
め
に
、
大
工
業
の
製
品
に
課
税
し
て
い
る
。

.

_
般

的

に
っ
て
一
固
の
内
^
に
あ
っ
て
ポ
ヶ〗

ッ
ト
を
な
し
て
.い
る地
域
の 

産
業
を
、
幼
稚
産
業
保
護
論
的
観
点
か
ら
保
護
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う 

か
は
極
め
て
疑
問
で
あ
り
、し
か
も
そ
の
課
税
の
対
象
の
一
つ
が
、
先
進
国

H. 

業
に
か
つ
て
駆

逐

さ

れた
古
典
的
例
であ
る
紐
績
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
注
.
 

EI

す
べ
き
こ

と

で

あ

る
,0
こ

の
一
例

を

も

っ

て

し

て

も

、
.
ィ

ン

ド

の

小

工
業
振 

興
策
の
原
因
を
、経
済
的
要
同
た
け
に
求
め
るこ
と
は
.で
き
な
い
こ
と
を
暗
示
.
 

し

て

い

る

。
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社

会

..政

治

的

要

因
：

：

■第
I
章
の
雇
用
極
大
化
、
第1

早
の
重
エ
業
優
先
、
第I
章
の
農
村
の
労
働 

の
移
動
性
の
欠
如
に
お
い
で
，
す
で
に
：社

会

.
政
治
的
要
因
が
若
干
導
入
さ
れ 

た
。
最
後
の
章
に
お
い
て
、
非
経
済
的
要
因
を
社
会
.
政
治
的
要
因
と
い
う
タ 

ィ
.ト
ル
\の
下
で
と
り
ま
と.め
て
み
る
。

a

社

会

主

義

的

観

点… 

.

こ
こ
に
い
う
社
会
主
義
と‘は
、
寘
の
意
味
で
の
社
会
主
義
的
計
画
経
済
を
意 

.

味
す
る
も
の
ズ
は
な
く
、
第

11

次
五
力
年
計
画
中
に
も
う
た
わ
れ
て
い
る

「

社 

会
主
義
的
型」

.

£
思
味
で
あ
る
。
大
企
業
が
少
数
資
本
家
の
手
に
集
中
す
る
こ 

と
を
防
ぎ
、
資
本
主
義
：の.恶
を
支
服
：す
る
。
大
企
業
に
重
点
を
お
く
と
、
国
民

H

m c

ニ
ニ 
七)

ィ
ン
ド
小
工
業
政
策
の
理
論
的
基
盤



生
産
高
が
増
加
す
る
が
、
増
加
し
た
利
潤
は
大
資
本
家
の
懐
に
入
り
、
大
衆
の 

1

需
要
の
増
加
に
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
小
工
業
を
育
成
し
、
雇
用
を
増 

大
し
、
大
衆
の#

^
需
要
を
増
加
し
、
生
活
水
準
の
向
上
を
も
た
ら
す
。

.

.

b

戦
争
勃
発
の
配
慮 

.
戦
争
が
勃
発
し
た
際
に
は
産
業
を
地
方
分
散
化
し
て
お
い
た
方
が
有
利
で
あ 

る

.0

.

C

心

现

的

要

因
.

_

イ
ギ
リ
ス
の
ニ
〇
〇
年
に
わ
た
る
長
期
の
支
配
が
イ
ン
ド
に
何
を

.も

.た
ら 

し
、何
を
^

っ
た
か
、
そ
0
功
罪
は
に
わ
か
に
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、 

か
つ

て

は

イ
ン
ド
の
手
工̂

、
小
工
業
の
最
も
主
要
な
も
の
で
あ
々
た
木
綿
紛 

績
の
中
、
I

は
国
外
か
ら
の
機
械
製
品
の
競
争
に
よ
っ
て
一
ー
〇
世
紀
初
に 

至
る
ま
で
に
完
全
に
消
失
し
た
こ
と
は
®
^
で
き
な

い

。

手
機
は
な
お
命
脈
を 

保
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
自
然
の
ま
ま
に
放
置
す
れ
ば
衰
退
過
程
を
迎
る 

運
命
に
あ
ろ(

ぅ
。
ガ
ン
ジ
ー.の
国
民4

1
*

派
の
運
動
は
^
^
級
の
要
素
を
包
含 

し
、
そ
の
要
求
の
大
体
は
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
的
自
主
国
家
の
建
設
で
あ
っ
た
。
し
か 

し
ガ
ン
ジ
ー

の
主
張
お
よ
び
^
動
に
は
手
工
業
的
農
民
的
要
素
も
ま
た̂く

入 

っ
て
い
る
。
い
ま
イ
ン
ド
人
の1

{1
|
]に
あ
る
製
品
は
機
械
に
よ
る
大
量
生
産
品 

で
あ
る
。
か
つ
て.の
美
し
い
手
作
り
に
よ
る
品
物
へ
の
ノ
ス
タ
.ル
ジ
ア
。
.
ガ
ン 

ジ
I
の伝

：！
：g

布

カ

ジ(
k
h
a
d
i
)

復
活
の
運
動
の
基
盤
に
は
イ
ン
ド
人
の
心 

情
の
中
に
ひ
そ
む
伝
統
的
衣
服
へ
の
愛
着
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

伝
統
的
手
工
業
振
興
策
が
単
な
る
ロマ
ン
チ
ッ
ク
な
感
情
に
よ

る

の
か
、
そ 

れ
と
も
貧
困
救
済
、
失
業
吸
収
と
い
う

よ

^
な
実
践
的
意
義
が含
ま
れ
て
い
る

三

四

(1

三

八)

の
か
、
こ
の
間
に
境
界
線
を
引
ぐ.こ
ど
は
む
つ
か
し
い
。
：現
イ
ン
ド
大
統
領
プ 

ラ
サ
ド
氏
が
毎
日
、
家
で
糸
を
紡
ぐ
こ
と
は
有
名
で
あ
る
.。
し
か
し
彼
自
身
は 

.経
済
的
意
味
は
も
ち
ろ
ん
、
.
国
民
に
範
を
た
，れ
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
す
ら
考 

え
ず
、
た
だ(

ガ
ン
ジ
ー
の
•範
に
な
ら
う
こ
と
に
よ.っ
て
得
た)

習
慣
で
あ
る
と 

い
っ
て
い
る
0
.し
か
：し
G

.
D 

. 

H 

.

.

コ
レ
ル
は
ガ
ン
ジ
！
の
運
動
に
実
践
的

(

5
 )

意
義
を
認
め
て
い
る。

'

* 

.
*•'
,

.

 

*

こ
の
よ
う
な
非
経
済
的
要
因
を
、
最
後
に
再
た
び
経
済
学
的
タ

I
ム
に
引
き 

戻
'し
て
お
く
。
 

.

ヌ
ル
ク
セ
の

^

^
の
よ
う
に
、
イ
ン
.ド
の
経
済
政
策
に
お
け
る
農
村
の
消
費 

財

産

業(

小
工
業)

の
奨
励
は
、
仕
事
を
与
ぇ
る
た
め
に
仕
_
を
創
造
す
る
と

■C
6

) 

，
..

い
：う
性
質
の
も'の
-で
あ
る
な
ら
ば
、
産
出
量
極
大
化
と
雇
用
極
大
化
の
矛
盾
に 

お
い
て
後
者
が
選
出
さ
れ
て
い
るこ
と
を
示
し
て
い
る
。ど
ち

ら
の
基
準
を
選 

出
す
る
か
は
政
策
的
決
定
で
あ
る
に
し
て
も
、

の
^

^
は

社

会

の

■
•
殳
 

寧
に
と
っ
て
有
害
で
あ
る
と
い
う
価
値
判
断
は
、
こ
れ
を
除
去
す
る
た
め
の
社 

会
的
齋
用
を
肯
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
労
働
の
理
論
的
有
効
価
格 

が
、
第
5
1S
I
の
よ
う
に
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
に

も

な
お
^

^

め̂
的
生
産
ァ

ク

テ 

ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
の
選
出
を
正
当
化
す
る
。

 

'
 

A
型
ニ
重
経
済
に
お
い
て
は
、
重
工
業
、
社
会
的
資
本
、
国
防
費
の
優
先
を 

認
め
る
か
ぎ
り
、
経
済
学
内
部
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
よ
っ
て
小
工
業
振
興
策
を
裏
づ 

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
、A
型

'二
重
経
済
は
地
域
に
分
た
れ
ず
、

む
し
ろ
都
市 

の
大
工
業
と
小
工
業
と
の
関
係
で.あ
る
。
イ
ン
ド
政
府
の
小
工
業
対
策
中
、
技

術
水
^
の
.弓
き
上
げ
が
大
き.な
ゥ
ヱ
イ
ト
を
し
め
て
い
る
。
'
こ
れ
は
、
小
工
業 

を
大
工
業
の
輔
助
部
門
と
し.て
部
品
の
供
給
や
、
修a
を
引
き
う
け
る
•こ
と
が
，
 

で
き
る
ま
で
に
し
た
いと
い
う
狙
い
で
あ

る

。

B
型
一
一
重
経
済
に
お
い
て
は
、
問
題
は
結
局
農
村
労
働
を
都
市
に
移
転
す
る 

た
め
の
費
用
に
な
る
。
産
業
革
命
が
勃
発
す
る
や
、
'i
f
し
い
産
業
の
労
働
者
と 

な
る
べ
く
農
民
は
村
を
出
て
ゆ
く
、
い
わ
ゆ
る
農
民
離
村
が
古
典
的
現
象
で
あ 

る

.0
と
こ
ろ
が
イ
ン
ド
は

「

農
村
に
帰
れ」

と
い
う
逆
コ
ー
ス
運
動
を
と
っ
て 

い
る
。
農
民
離
村
に
よ
る
伝
統
の
破
壊
、
都
市
生
活
に
よ
る
道
徳
の
腐
敗
な 

ど
に
マ
イ
ナ
ス
の
価
値
を
つ
け
、
逆
に
農
村
で
紡
ぎ
車
を
廻
す
こ
と
は
勤
労
の 

精
神
を
函
養
す
る
、
な
ど
と
い
う

農
村
小
工
業
の
プラ
ス

の

価
値
を
見
積
り
、 

両
方
の
差
引
に
実
際
の
移
転
の
費
用
を
合
計
し
た
も
の
を
、
広
義
の
労
働
力
移

.
 

転
の
た
め
の
社
会
的
費
用
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
費
用
の
見
積
自
体
は
非 

経
済
的
分
野
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、

一
度
こ
れ
が
で
き
れ
ば
、
労
働
力
移 

転
の
社
会
的
費
用
と
、
生
産
要
素
価
格
の
差
異
に
も
と
づ
く
産
出
高
の
減
少
分 

と
を
比
較
す
る
こと
ガ
.て
き

る

。
ま
た
移
転
の
費
用
を
労
賃
に
.
-;
J

i

え
た
も
の
を 

労
働
の
価
格
と
し
で
取
り
扱
か
う
こ
と
も
で
き
る
。

伝
統
的
社
会
の
調
和
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
イ
ン
ド
国
民
に
と
っ
て
重
要 

で
あ
る
と
評
価
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
小
工
業
、
と
く
に
農
村
の
伝
統
的
手 

工
業
を
支
持
す
る
甚
盤
は
強
く
な
る
。
そ
し
て
今
日
の
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
な 

お
そ
れ
が
相
当
に.強
く
残
存
し
、
し
か̂
残
存
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
面.
 

が
み
ら
れ
る
。
こ
の.こ
と
は
イ
ン
ド
の
小
工
業
振
興
政
策
の
基
盤
に
は
、
も
.ろ
て 

も
ろ
の
社
会
.
政
洽
的
要
因
が
含
ま
れ
て
い
る.こ
.と
を
意
味
す
る
。.そ
し
.て
経
.

済
的
論
理
の
追
求
は
、
こ
れ
ら
社
会
.
政
治
的
要
因
を
経
済
的
タ
ー
ム
に
換
算 

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
可
能
と
な
る
。

.こ
こ
で
社
会
.
政
治
的
要
因
と
呼
ん
だ
も 

の
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
広
く
非
経
済
的
要
因
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
中
に
も
、
経

.
 

済
的
要
因
に
近
い
も
，め
も
遠
い
も
の
も
あ
り
、
最
も
近
ぃ
も
の
に
は
経
済
的
要 

因
と
截
然
と
区
別
す
る

.こ

.と

.が

,®
難
な
も
の
も
あ
る
。
す
で
に
行
論
の
中
に
暗 

示
さ
れ
た
よ
う
に
、
：
短
期
的
観
点
に
立
て
ば
経
済
学
的
に
.肯
定
で
き
な
い
政
策 

も
、
長
期
的
観
点
に
立
て
ば
肯
定
で
き
る
も
の
、
商
品
販
売
に
お
け
る
宣
伝
費 

の
よ
う
な
も
の
は
、
経
済
的
要
因
と
の
区
別
が
困
難
な
例
で
あ
る
。
こ
れ
と
は 

逆

に

、

自

給

自

足

の

国

民

経

済

の

建

設

、

軍

事

的

^

^

さ

ら

に

は
ナ
シ
ョ
ナ
リ 

ズ
：ム
的
な
も
の
は
明
白
な
非
経
済
的
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、 

こ
れ
ら
広
義
の
非
経
済
的
要
因
を
ど
の
よ
う
な
基
準
で
市
場
の
価
格
の
タ
ー
ム 

に
換
算
す
る
か
、.は
政
策
的
決
定
事
項
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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沐
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九
年
一
月
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2GI21.

(

2)

矢
内
原
忠
雄「

帝
国
主
義
下
の
印
度」

一
四
九
頁
。

(

3)

-
 

同
：書

一

七

三

頁

。

(

4

)
「

プ
ラ
サ
ド
大
統
領
と
矢
内
原
忠
雄
対
談
し
风
‘ 
H
 

.

K放
送
一
九
五 

八
年
十
月
七
日
、

ガ
ンジ
ー
は
钫
い
で
織
つ
た
が
、
大
統
領
は
忙
し
い
か
ら

妨
ぐ
*た
け
.だ
と
い
.う
こ
と
で
あ
る
.。
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